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良い経営者を目指し、共に学び、共に育とう！
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　今年７月９日～１０日、岩手県盛岡市で中小企業
家同友会全国協議会（中同協）の第４７回の定時総
会が全国１０００名を超える会員の参加で開催され、
今期の中同協の役員、課題や今後の方針が討議さ
れた。
　全体を通し、「エネルギーシフト」学習の必要性
を考えさせられた。電力や化石燃料だけでなく身
の回りのいろいろなエネルギーを見直し、省エネ
や未利用の資源の活用にも取り組み、そのエネル
ギーを居住空間だけでなく、地域内での利用も目
指すことで、中小企業の仕事と雇用を生み出し、

持続可能で質の高い暮ら
しと仕事を地域全体で実
現しようとするものであ
る。
　分科会で私は、７０歳の
行動エリアはわずか半径
５００ｍ以内で、高齢化社
会はグローバル化とは
正反対という話を聞いた。
住み慣れた地域で安心し
て生活するためには、
「エネルギーシフト」はどうしても欠かせないこと
だと強く感じた。
［報告］代表理事　八木　仁／株シンデン

「エネルギーシフト」を
学んで、実践しよう！
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　Topic 栃木の話題　～共に育つ経営研究部会から～

　今回のメインテーマは２つ。「長く稼ぐにはど
うするか」と「比べて観る」である。
　長く稼ぐということは計画的に動く方がいい。
では計画とは何なのか？　「計画を立てても計画
通りには行かないじゃないか」「意味がないことだ
よ」。そう思われている方は多いのではないだろ
うか。その疑問に答えるために本セミナーでは、
計画は何のために立てるのかから考えて、経営
計画、経営方針を組み立てる。
　また、自社のことがわからないと計画は立てら
れない。自分ではわかっていると思っていても、

他と比べると実は思ってもみない自社が見つかる
ものだ。「比べる」で他と比較し、よく「観る」こ
とで自分の会社の特徴や傾向を見つけ、経営計画
に盛り込んでいく。単に「強み」「弱み」を出すだ
けでは見えてこない自社や自分の特徴を見つけよ
う！
　開催は9/5、10/3、11/7、12/5、1/16，2/6の
土曜日10:00～17:00、会場は宇都宮市東市民活動
センター（宇都宮市中今泉3-5-1）にて。申込み、
お問合せは栃木県中小企業家同友会事務局（028-
612-3826）まで。
［報告］共に育つ経営研究部会長
　　　 石綱知進／株共立

経営指針セミナー、秋から開講。
ただいま、受講者申込み受付中！



栃木県中小企業家同友会は、県北・県央・県南の３エリアで支部活動を展開中です。
他支部会員、オブザーバーの参加も大歓迎。詳細は事務局までお問い合わせください。
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　■ 活動報告 03　　県央支部　～６月県例会報告～

　■ 活動報告 02　　県央・県北支部　～６月合同例会報告～

　■ 活動報告 01 　　県南支部　～５月県例会報告～

　今年５月25日、宇都宮市東市民活動センターを会
場に５月県例会が開催された。報告者は有中里スプ
リング製作所（群馬県高崎市）の代表取締役社長で
あり、群馬県中小企業家同友会会員の中里良一氏で
ある。今回の報告は2013年11月の県南支部例会に
続く２回目となった。
　父親から経営を引き継いだ氏は一番に、１）社員
の心の貧しさ、２）取引先のレベルの低さ、３）経
営者の至らなさを痛感する。その後、「町工場」であ
ることに誇りを持ち、既成概念にとらわれず次々と
斬新な経営改革を実践していった。例えば、古参社

員を入れ替え、嫌いな取引
先と縁を切るなど思い切っ
た「７つの改革」である。そ
の他、革新的な事例は枚挙
にいとまがない。
　実体験を元にした氏の一
言一句は説得力があり、自
らの業務にも応用したいヒ
ントに溢れていた。聞き逃
すまいと熱心にノートに書
き留める会員の姿が目立った県例会であった。
［報告］広報委員長　鈴木正則／
　　　 アデラ・コンテンポラリー

非常識な働き方で時代を
切り開く、町工場の挑戦

　今年６月１１日、「御用邸チーズケーキ」「しらさぎ
邸」で知られる株庫やの手塚　清社長を報告者に、
県央・県北支部合同例会が開催された。
　手塚氏は冒頭で「心を込め、素材を厳選し、真剣
にお菓子づくりに取り組む姿勢を商品で表現してい
る。その継続がブランド力となり結果をもたらす」
という美学を語り、続けて「その考え方が醸し出さ
れたものがブランドを形成する。だからこそ売れる
商品を造り続けることが会社存続の源泉となり、事
業継承へと導かれる。後継者は〝その時に〟最適な

人がなればよい。それを具
現化するためには、組織の
中で人が自由に発想し、
フェアな空気感の中で、各
自が責任と自由を持ち価値
を生み出すことに没入する
ことが企業活動の本質であ
る」と熱く語った。
　以上のような「手塚語録」
ともいえる貴重な話を多く
の会員に伝えるべく、再度報告をお願いし、さらに
学びの輪を広げたいと思った。
［報告］佐々木理倫／ｔｓコンサルタント

感動創造カンパニーの挑戦！
事業継承　～行動こそ真実～

　今年６月２３日、宇都宮市東市民活動センターにお
いて６月県例会が開催された。報告者は長野県中小
企業家同友会代表理事で、株式会社システムプラン
会長の関野友憲氏である。テーマは表題の通りで、
会員とオブザーバー合わせて２４名が参加した。
　報告は、関野会長の経歴に始まり、社長になって
からのこと、そして、社長の座を譲って会長になる
までの経過などについて、具体的な内容を織り交ぜ
て話された。
　例えば、いま社会問題になっている人口減、特に
急激な労働人口減少の環境の中で100年継続する企

業を目指し、経営指針づく
りと同時に退職金制度の改
正、拠出型年金の導入、私
募債の発行、社員持株など
同友会で学んだことを次々
と実行し、経営システムを
構築したという報告があっ
た。
　特に、大企業は競争原理
で経営しているが、中小企
業は一人一人がお互いの役割を果たし、共感し認め
合うことで成り立っている。だからこそ社員教育が
大切であるとの言葉が特に印象に残った。
［報告］深澤義雄／株ビジュアル

同友会の学びを生かした
企業づくりの実践例

手塚　清氏

関野友憲氏

中里良一氏




